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令和3年2月8日（月）
京都大学大学院医学研究科社会
健康医学系専攻健康情報学分野教授
中山健夫氏によります
オンライン勉強会を開催しました。
「新型コロナ感染症」に向き合うために
勉強会にご参加いただきました皆さま、ありがとうござい
ました。
今回の勉強会では、情報の大切さ、情報を見比べることの
大切さを学び、
また、現在のコロナ禍での情報の取得方法を教えていただ
きました。

２．情報弱者に対する対応の提言、
関係議員へ配布 令和3年2月

会員の皆様、参考意見ありがとうございました。
こちらの提言は、関係議員からも反響をいただいておりま
す。

３．第３号政文研だより発行
（奇数月に発行致します）令和3年3月

１．オンライン勉強会開催
オンライン勉強会開催
令和3年3月26日（金）
講師:湘南地域県政総合センター所⾧
野田久義氏
テーマは県の令和3年度の予算ポイント
会費:無料 お申込み可能です

第７回個別経営者相談会開催
令和3年3月27日(土)10時～16時
（面談時間1人50分）
場所 (株)甲斐組
会費 無料
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～地域のお店ご紹介～
Perori Chigasaki ドーナツ屋

茅ヶ崎市駅前で美容サロンを構える「美vision」監修のドーナツ
ショップ・ペロリです!可愛いくて美味しくてペロリと食べれ
る食物繊維たっぷりの焼きドーナツ
ドーナツを食べるだけで食物繊維がレタス1個分摂れるそうです。
もちろんスイーツとしても良いですが、朝ごはんや小腹が空い
た時でも、罪悪感なく食べられるのは嬉しい限りです。

場所:茅ヶ崎駅南口雄三通り ※メニュー

プレーン・250円
米粉・・・250円
紅茶・・・380円
抹茶・・・400円
チーズ・・420円

など

こちらは、政文研会員の池田早苗様のお店です!!

（茅ヶ崎市東海岸北1-7-23 1F）

おススメは米粉!!
グルテンフリーで健康と美容を気にされている方に大人気❣
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次回発行
第４号政文研だより
内容:湘南地域県政総合センター所⾧
野田久義氏オンライン勉強会

令和3年5月第3週
お楽しみに♪

会員各位におかれましては、益々ご隆昌の事とお喜び申し上げます。また当会の活動にご賛同とご協力を賜
り心より感謝致します。
3月になりました。本来ならば卒業式や送別会などにぎやかに過ごし、また4月から始まる新たなステージに
心躍る時期でもあります。しかしながら今年は新型コロナウイルスの感染拡大防止による緊急事態宣言の発
出により多くの人が通常とは違う門出を行わざるを得なくなりました。このことに何を学ぶのか考えてみた
いと思います。
それは普段から当たり前のように過ごしている毎日の尊さではないでしょうか。行きたいところに行ける、
会いたい人と会える、食事が毎日おいしく食べられる。そんな生活でさえできない人々はこの世界にもたく
さんいます。理由は様々ですが、何かのアクシデントで、もし足を怪我しただけでも行きたいところへも行
けなくなり、会うべき人にも会えなくなります。当たり前の生活に慣れすぎて身近にある恵まれている出来
事を見失っているのかもしれません。社会はデジタル化を加速させ情報社会は爆発的に進化しています。こ
のデジタル化社会にも大きなプラスとマイナスがあります。プラス要因は時間の使い方が大きく変わります。
このことにより仕事だけではなく個人の能力向上の可能性に対しても変化が起きるでしょう。そしてマイナ
スはデジタル化に乗り遅れてしまう方々との情報格差が生まれる、ようは情報弱者という社会から取り残さ
れていく人々があらわれてきます。その先には孤立や孤独という明るくない世界が想像されます。情報化社
会と生活様式の変化に対し一人一人が手を取り合い個人主義ではなく利他の心で支えあう時代が来たのだと
思います。このコロナ禍という生活の変化で皆が新たな価値観の創造にプラスの影響が出ることによって次
の時代への幕開けになるかもしれません。さあ、新しい時代への扉を一緒に開いていきましょう。


